
JBBA軽種馬経営高度化指導研修事業・肢蹄管理技術研修 

「日本装削蹄協会受託・牧場関係者研修会」 

 

   

管理のノウハウは、将来の運動能力を左右するといっても過言ではありません。 

の健全性を確保し、見た目にも整った蹄を維持することが大切です。 

 

そのためには、幼駒の時代から専門的な技術を習得した装蹄師による定期的な削蹄を励行し、

機能的な蹄を作ることが求められます。同時にまた、ウマの管理者自らがフットケアの基本知

識や日常の適切なフットケア技術を身につけ、異常の早期発見に努め、装蹄師と協力すること

によって、はじめてフットケアの高い成果をあげることができるのです。 

そこで、十勝地区のウマの管理者を対象に、フットケアについての基礎知識を学ぶための研

修会を開催します。 

研修では、スライドとテキストを使って、【ウマの肢蹄の機能や立ち方】、【幼駒の肢曲がり

やその矯正法の基本】、【蹄葉炎などの蹄病の早期発見】、【日常のフットケア】などの最新情報

を学びます。さらにウマ管理者の悩みにも答えます。 

愛馬のため、“どうしたら良い蹄ができるのか”それを一緒に学んでみませんか？ 

 

 

【と き】  平成 25年２月 12日（火） 午後２時～ 

【ところ】  十勝農業協同組合連合会（農協連）ビル 5階 

 （帯広市西 3条南 7丁目 14番地） 

【対象者】  十勝地区軽種馬・重種馬生産育成者、乗馬関係者 

【講 師】  日本軽種馬協会 静内種馬場 田中弘祐 

日本装削蹄協会 装蹄教育センター 森達也 

【参加費】   無料（事前申し込み必要なし） 

【その他】  不明な点は、下記に問い合わせ下さい。 

 

        十勝軽種馬農協 主事 我妻順一 

 Tel：0155-54-4341  FAX：0155-54-4345 

 

蹄 

あなたにもできる！ 

愛馬を守る 

フットケアの基本 



JBBA軽種馬経営高度化指導研修事業・肢蹄管理技術研修 

「日本装削蹄協会受託・牧場関係者研修会」 

 

 

   

 

管理のノウハウは、将来の運動能力を左右するといっても過言ではありません。 

の健全性を確保し、見た目にも整った蹄を維持することが大切です。 

 

そのためには、幼駒の時代から専門的な技術を習得した装蹄師による定期的な削蹄を励行し、

機能的な蹄を作ることが求められます。同時にまた、ウマの管理者自らがフットケアの基本知

識や日常の適切なフットケア技術を身につけ、異常の早期発見に努め、装蹄師と協力すること

によって、はじめてフットケアの高い成果をあげることができるのです。 

そこで、九州地区のウマの管理者を対象に、フットケアについての基礎知識を学ぶための研

修会を開催します。 

研修では、スライドとテキストを使って、【ウマの肢蹄の機能や立ち方】、【幼駒の肢曲がり

やその矯正法の基本】、【蹄葉炎などの蹄病の早期発見】、【日常のフットケア】などの最新情報

を学びます。さらにウマ管理者の悩みにも答えます。愛馬のため、“どうしたら良い蹄ができ

るのか”それを一緒に学んでみませんか？ 

 

 

【と き】  平成 25年２月 20日（水） 午後 1時から 

【ところ】  日本軽種馬協会九州種馬場 

（鹿児島県曽於郡大崎町野方 3995） 

【講 師】  日本軽種馬協会 静内種馬場  田中弘祐  

       日本装削蹄協会 装蹄師教育センター 森 達也  

【参加費】   無料（事前申し込み必要なし） 

【その他】  不明な点は、下記宛にお問い合わせ下さい。 

 

九州軽種馬協会 事務局長 吉田 政人 

Tel：0994-78-3015  FAX：0994-78-3013 

 

 

 

蹄 

あなたにもできる！ 

愛馬を守る 

フットケアの基本 


